
議案に対する議員の賛否

※上記以外の各議案は、全員、賛成でした。

○：賛成　×：反対　△：棄権　－：欠席または除斥　〈議長（鈴木弘睦）は、採決に参加しません。〉

※発言順で掲載しております。
※議案名は、下段の議案に対する議員の賛否をご覧ください。
※上記討論内容については、反対もしくは賛成議案の中から、一部を抜粋しています。

討　論

議第7号及び8号

竹村眞弓 議員反対
　内閣府の調査では、子育てを支援する施策として約７割の人が教育費の支援や
軽減を回答していることからも、子どもを産み育てていく上で多額の教育費がか
かることが問題となっている。そのような中、今回多くの教育に関する保護者負
担金が増加する。以上のようなことから、令和７年度一般会計予算に反対する。

賛成 髙木清隆 議員
　選ばれる自治体になるために、将来世代に対する責任をしっかりと負いつつも、
新たな価値を創出していくことが重要であるとの方針が示され、予算計上されて
いる。行政経営は“経営”であることを意識した予算であると評価する。以上のよ
うなことから、令和７年度一般会計予算に賛成する。
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袋井市議会議員研修会
令和７年１月７日開催

　自治体議会研究所代表の髙沖秀宣氏を講師としてお
招きし、「議員政治倫理条例について」を演題に、研修
会を実施しました。

令和６年度  掛川市・袋井市議会議員研修会
令和７年１月24日開催

　気象予報士の岡田沙也加氏を講師としてお招きし、
「異常気象がもたらす影響と脱炭素社会の実現に向け
て」を演題に、袋井市及び掛川市の議員が合同による
研修会を実施しました。

議第7号

竹野　昇 議員反対
　敬老会に関わる高齢者活動推進費が減額されている点、教育費の保護者負担増
に関わる点、こども交流館あそびの杜整備事業の設計委託料に関わる点、以上の
３点から令和７年度一般会計予算に反対する。

賛成 戸塚哲夫 議員
　将来を見据えた事業や分野に投資する「選択と集中」がされたものであり、
「変化への適応」と「将来への備えの投資」の両面に意を配した予算が積極的か
つ確実に盛り込まれているものと総括する。以上のようなことから、令和７年度
一般会計予算に賛成する。

（無会派）

（自民公明クラブ）

（無会派）

（自民公明クラブ）
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議第７号 令和７年度袋井市一般会計予算について 原案可決 R7.3.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第８号 令和７年度袋井市国民健康保険特別会計予算について 原案可決 R7.3.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　近年、ＳＮＳでの誹謗中傷やハラスメント行為など、議会外において議員としてふさわしくない行為が全国で
頻発していることから、議員としての品位や名誉及び住民の信頼を損なうことがないよう、重い役割や責任を
自覚することが求められています。
　このようなことから、政治倫理意識の確立を図ることを目的とし、行動基準やこれらを犯した場合の審査や
措置等を定めるものです。

袋井市議会議員政治倫理条例の制定について

　広報広聴委員会は、令和６年11月に開催した「シニアクラブ袋井市と
の意見交換会」において、シニアクラブの活動の継続やリーダーの確保な
どの課題について意見交換を行った際に出された意見を基に、今後もシニ
ア世代の皆さんの活動が持続するためにできることについてとりまとめ、
議長に提言書を提出しました。
【提言書の主な内容】
・加入促進のための体制づくりについて
・地域での役割や位置付けの明確化について
・シニア世代の移動手段の確保について
・世代間の交流促進について

１月22日に「シニアクラブ袋井市との意見交換会」での意見に基づく提言書を議長に提出

　広報広聴委員会は、令和６年12月に開催した議会報告会「市議会議員
と話そう（袋井高等学校）」において、総合探求の授業の一環としてグルー
プテーマごとに議員との意見交換会を行った結果をとりまとめ、校長に報
告しました。生徒の皆さんには、この機会に袋井市の改善点や課題につい
て考えるとともに、議員と意見交換をすることで、普段話し合いをしてい
る生徒の皆さんとは違った考えを知るなど、それぞれの探究活動の前進の
ために有益な時間となったと思われます。今後の皆さんの活動が次のステ
ップに進み、将来は実践につながることを期待します。

２月14日に令和６年度議会報告会「市議会議員と話そう」の開催結果を袋井高等学校校長に提出
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市政に対する 一般質問 ホームページにて一般質問の録画映像を公開しています。
二次元バーコードを読み取ってご覧ください。
※通信料がかかる場合があります。
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